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内
田
先
生
の
自
作
紙
芝
居
で 

 
 

 
 

「
岩
槻
の
歴
史
を
学
ぼ
う
」 

令
和
五
年
度
第
一
回
企
画
研
修
会
が
七
月
三
十

日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
い
わ
つ
き
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
内
田
先

生
は
、
本
会
元
会
長
で
あ
り
、
岩
槻
に
ま
つ
わ
る
昔

話
を
紙
芝
居
に
さ
れ
、
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に

演
じ
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
、
内
田
先
生
自
ら
が
紙
芝

居
を
演
ず
る
「
す
け
ま
さ
の
会
」
が
定
例
で
開
か
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
自
作
さ
れ
た
紙
芝
居
は
、
十
六

作
に
及
ぶ
。
そ
の
中
で
今
回
は
「
岩
槻
城
物
語
」「
智

勇
の
将 

太
田
資
正
」「
金
剛
院
縁
起
」
の
三
作
を
演

じ
て
く
だ
さ
っ
た
。
内
田
先
生
を
応
援
す
る
「
岩
槻

む
か
し
ば
な
し
紙
芝
居
の
会
」
の
皆
様
が
八
名
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
。
参
加
者
は
会
員
十
五
名
に
加
え
、
他

班
か
ら
も
四
名
、現
職
校
長
二
名
、
地
域
の
方
三
名
、

合
計
二
十
四
名
と
な
っ
た
。 

岩
槻
城
主
太
田
資
正
（
資
正
が
生
き
て
い
た
時
代

は
岩
付
）
は
太
田
道
灌
の
曾
孫
で
武
芸
に
優
れ
た
武

将
で
あ
り
、
岩
槻
城
帰
環
を
願
い
戦
っ
た
が
、
願
い

が
叶
う
こ
と
な
く
生
涯
を
終
え
た
と
あ
る
。
ふ
る
さ

と
岩
槻
へ
の
望
郷
の
念
に
心
を
打
た
れ
た
。
岩
槻
に

は
古
い
歴
史
が
あ
り
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
岩
槻

城
址
マ
ッ
プ
も
残
っ
て
い
る
。
太
田
資
正
は
、
令
和

三
年
で
生
誕
五
百
年
を
迎
え
、
記
念
誌
も
発
行
さ
れ

て
い
る
。
興
味
深
い
お
話
に
皆
さ
ん
引
き
込
ま
れ
た
。

ま
た
、
内
田
先
生
の
深
く
広
い
造
詣
、
ご
見
識
に
圧

倒
さ
れ
た
。
九
十
代
と
い
う
年
齢
を
全
く
感
じ
さ
せ

な
い
パ
ワ
フ
ル
な
ご
活
躍
に
敬
服
し
た
。 

「
岩
槻
む
か
し
ば
な
し
紙
芝
居
の
会
」
の
皆
様
は
、

そ
の
紙
芝
居
を
使
っ
て
岩
槻
祭
り
や
鷹
狩
り
行
列
な 

ど
の
お
祭
り
等
の
機
会
に
紙
芝
居
を
行
っ
て
い
る
。

紙
芝
居
を
演
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
日
々
研
究
と
研
修

を
行
っ
て
い
て
、
そ
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
た
。 

当
日
は
猛
暑
で
室
外
は
沸
騰
し
た
一
日
だ
っ
た

が
、
ク
ー
ラ
ー
の
き
い
た
部
屋
で
大
変
有
意
義
な
研

修
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

「
岩
槻
に
、
過
ぎ
た
る
も
の
が
二
つ
あ
る
。 

児
玉
南
柯
と
時
の
鐘
」 

と
い
う
言
葉
が
残
っ
て
い
る
が
、
ぜ
ひ
内
田
先
生
と

紙
芝
居
を
入
れ
た
い
と
痛
感
し
た
。 

（
担
当
幹
事 

林 

春
枝
） 

岩槻の歴史についてお話をされる 

   内田 茂 先生 

紙芝居を演じる 

「岩槻むかしばなし紙芝居の会」の皆様 


